第5 回神戸女子大学看護セミナー報告 by 魚里 明子 et al.
— 49 — Bull Fac Nurs Kobe Women's Univ, Vol.5, 2020
Ⅰ．はじめに
　神戸女子大学看護学部看護学科は，2015 年 4 月の
開学時からコミュニティ・オブ・プラクティス（以下



















　2019 年 8 月 31 日（土）　10：00 ～ 12：30
　神戸女子大学ポートアイランドキャンパス
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5．実践報告内容 
   演者 1.「認定／専門看護師会の取り組み」 
    神戸女子大学大学院看護学研究科博士前期課程 
    JCHO 大阪病院 看護部看護ケア推進室室長 看護師長 柴谷 涼子先生 
 
１）実践コミュニティの発達段階 
JCHO 大阪病院での認定／専門看護師会（以下 CN/CNS 会）は 3 名の専門看護師（以






　　　　　JCHO 大阪病院  看護部看護ケア推進室室長  看護師長
　　　　　　柴谷　涼子 先生
１）実践コミュニティの発達段階
　 　JCHO 大阪病院での認定／専門看護師会（以下 CN/
CNS 会）は 3 名の専門看護師（以下 CNS）と 13 名
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ても満足」，1 が「不満足」の 5 段階評価とした．
２）アンケートの回収率と回答者の属性
　アンケートは看護セミナー参加者 86 名全員へ配布
し，回収は 53 部，回収率は 62％であった．回答者の
職種は，看護師 41 名 (77％ )，教員 10 名 (19％ )，社
会福祉士 1 名（2％），その他 1 名（2％）であった．
就業場所は，病院 34 名（64％），教育機関 6 名（11％），







言えない」が 2 名（4％）, 「あまり満足しなかった」




























































表 2. 基調講演の満足度の選択理由カテゴリー 
       n=53
項目 内訳 人数（n) (%)





























項目 内訳 人数（n） （%）























した」が 22 名（41％），「満足した」が 25 名（47％），「ど









ンが 【基調講演後に具体的な実践例を聴き , 理論の
理解をさらに深める】, 【チーム作り・介入のヒン




























６ ）アンケート結果からみる第 5 回神戸女子大学看護セ
ミナーの評価と今後の課題
　今回の第 5 回看護セミナーは過去 4 回のセミナーと




















図 4. 実践報 会・パネルディスカッションの満足度 
図 4．実践報告会・パネルディスカッションの満足度
魚里 明子　宇賀 昭二　藤田 冬子　西原 詩子　長井 友利子　吉田 陽子　鷲田 幸一　山本 翼
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通して , COP の理解を深め , COP を実践と関連させ
て考えられるように企画した . アンケート結果からも , 







あり , 理論の理解や , 現場での理論の活用を促進する
セミナーであったと考えられる．
　看護セミナーの開催時期やテーマに関しては , 参加
者のニーズに合った妥当なものであったと評価でき
る．今年度は特に病院スタッフの参加者が多く , また
満足度も高かったことから , 臨床現場のニーズに沿っ
た内容であったと考えられる .
　今後も同様のテーマでの企画を希望する意見や , 教
育・チーム作りといったテーマを希望する意見があり , 
現場のニーズに合ったテーマかつ , 大学と病院を繋ぐ
もの , 理論と実践を繋ぐものをテーマとして開催して
いくことが , 大学が開催する看護セミナーの意義であ
り引き続きの課題として考えらえる .
Ⅲ．おわりに
　第 5 回看護セミナーでは，基調講演から実践報告につ
なぐプログラムとし，パネルディスカッションを通し
て，現場のチームづくりという視点から学ぶことができ
た．今後もCOPについて学びを深め，教育や臨床の現場，
研究に取り入れ発展させていきたい．
